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近時細胞機能の意義に関しての物理化学的，酵素
学的，生物学的の研究が夫々の分野氏於て長足の進
歩を来しつつある事は人の知る所である。但し微細
構造，形態的事項K就て論及記載されたる所を見る 
に必ずしも首肯し能はざる所が吾人の実験成績に照
らし多々存すると思はるるものである。此点余が本
文記載を試みんとするに至りし動機を作るものであ
っ?こ。
余の本研究は多数の超薄切片の電子顕微鏡的観察
像に基きたるものであるが，実に電子顕微鏡こそは
所謂高分子物質と連係せる細胞の超微細構造形態の
闇明と解釈と K際して最も正当lとして信拠するに足
るべき実在を示し，吾人が動もすれば陥らんとする
仮説及び空想論的誤謬より吾人を救うべき忠実なる
道標となるものなりと信ぜられるからである。
実験方法 
材料としては 9月上旬採集したる昆虫(いなと，
Oxya velox)の造精細胞を用いた。即ち，精巣を
大率 1% 0804水溶液比約 6時間固定後充分に水 
洗，後酒精列を通して脱水，モノマ-R.封埋，乙れ
を日本電子光学研究所 JUM-5型ミクロトームにて
超薄切片に作製，同所 JEM-5型電子顕微鏡に依り
て撮影した。
観察所見及び解釈 
( 1) Microsome とは元来光学顕微鏡的形態学
衣
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V1. 附図写真及び解説

の意味に於て細胞形質内に存在する微細頼粒を指し
て名づけたる名称であるが，現在電顕学者に依り殊
に化学的意味K於ては必ずしも混乱なしには使用さ
れていない。光学顕微鏡的像と電子顕微鏡的像とを
固定せしむる事には屡々困難が伴うものであるが
Microsme頼粒もその一例となるものである。
(2) 電顕的 Microsomeが光顕的 Microsome
よりも遥かに小型のものであるのは当然であるけれ
ども，両者が本質的に全く異なりたる別箇の存在で
あるとは考えられない。昔時 Heidenhainの記載
したる Microsome，Retziusの記載したる Micr-
osome，佐口の記載したる Microsome，下つては
森田の記したる Microsomeは電顕的 Microsome
を部分的に観察記載したるものであった事は疑えな
いが光顕的研究は一方電顕的Kは把握し得ざる事項
をも記載して居るのである。 
( 3) Claude (1940)の考えに依ると Microso・ 
meは大さ 50-150mμ の Stronglybasophi1の 
partic1es であると定義している。又現代の学者の
多くはそれに類似した観念を以って対していると 
思はれるが，私の観察では此定義は浅薄であって
Microsomeの有する性質の一部を示したに過ぎな
いものであって，一般的定義としては全く価値なき
ものであると考えられる。 
(4) 第一彼が大きさの下限を 50mμ と限定した
理由がわからなし、。微細頼粒 Microsome!とは 50 
mμ 以下のものも多数存するのは当然である。例え
ば 20mμ とか 5mμとかの多くの頼粒が存在しない
と云う理由は成立しなl'o私の考えでは ζの小形の
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もの ζそ Microsomeと称すべきものであると思
われる。 
( 5 ) 次に Stronglybasophi1云々と云う言葉
も全く不適当であると思う。私達の考えに依ると電 
顕的の意味で MicrosomeK明かに二種類を区別
する事が出来る。その一つは私達が C-Microsome
と名付けるものであって，大さ約 5mμ の electr・ 
ohdense の実質的小頼粒であるが， 他はそれより
も梢々大型の約 20mμ 以上のもので S-Microsome
と名付けたものである。大きの関係上 C-Microso・
meは S-Microsomeの外壁に附着せる如く位置す
るのが屡々認められる。市も C-Microsome の実
質的なるに反し S-Microsome は全く空胞状頼粒 
であり明かなる外壁を有するが此両者は他民性質上
の多くの類似点を示し，全く別箇の存在のでrK存す
るものであるとは考えられないのであって，共lと
Microsome頼粒の名称の下に一括して名付けるべ
きが至当のものと考えられるのである。 
( 6) 此二種類の Microsome頼粒の存在を認
識するならば上記の Claude の定義が如何に無意
味のもので、あり，不適当のものであるかが理解され
ると思う。従来の学者は Microsomeとしては C-
Microsomeのみを考えて取扱っていた様である。
例えば Ferreira (1957)の記載に依るも Ribonu-
c1eoprotein granules と記しているが S-Micros~ 
ome K就ては全く触れていない。 
( 7) Microsome Kは Lipoprotein が其骨格
構造を成し Nuc1eoproteinが表面に吸着されて存
すると着倣す化学的想定を形態学的に立証する事は
困難である。例えば田代，小倉の考えは私には不可
解であるが， S-Microsomeが RNA!cよりて包
埋されて C-Microsome R移行するとか，或は此逆
の如き事実が起るかどうかに就ては俄かには決定
出来ないが，少くとも一見両者は別箇の存在を示す
独立せるものと思はれるのである。
(8) 周囲より或種の物質を自己の表面に吸収附
着せしむる性質が Microsome頼粒に存するのは形
態学的にも証明され疑いなき所であって，此性質を
通してl¥iicrosomeが生命現象の原基として蛋白
合成の役割に関与するものなるべき事は間違いな
き所であると想像される。但し此吸着性は恐らく
Microsome頼粒各個の有する異なりたる分化的性
質により発揮されるもので多分に選択的に発現する
ものと観察される。
( 9) Microsome !cは吸着性のみならず新し 
れは所謂ζ、。Lき物質合成の能力ある事も疑えな 
Endoplasmic Reticulumが腺細胞内に於て発達 
する場合に於て殊に著明に観察される。 Microsome
lとより合成されたる物質は次いで Microsome よ
り離れ去らんとする性質を示すものである。即ち分
泌されるものである。
(10) 此二種類の Microsome !cは共に成長性 
があり，恐らく其の機能的充進に際し一致して形態
的肥厚を来すものであると考えられる。最初発生し
た初めの Microsome は小型であるが漸次成長し 
て大型のものに移行する。但し小型のものが合着融
合して大型化する事も起る事は疑いない。
(11) Microsome頼粒の成生が最初如何なる機
序に依るものであるかと云う真の事由を探明する事
は形態学的には困難なる問題に属するが最初の発現
に先立ち無定型なる電子密度高き物質の存在を認知 
しなければならない。 斯かる物質を私達は “A物
質"と命名している。斯かるA物質の量は不定であ
るが此物質の内部K微視的の C-Microsome及び 
S-Microsome頼粒が多数 denovo R発現するの
を認めるのである。 A物質無き所!c Microsome 
は存在し得ないと思はれる。 
(12) 斯かる A物質は無定型物質的存在を示し時
には大塊を造るので光顕的にも認め得られ“Spin-
delrest Korper" 或いは“Zel1koppeln'， と呼ば
れ細胞有糸分裂に際し多量に娘細胞内K発現するも
のなる事が過去に於て既に記されている。市も其の
名の示す様にその源は紡錘糸の物質に発し其の凝集
と融合機転によりて生成するものである事が知られ
る。但し電顕的には分散的に光顕の見逃がしていた
様ぽ小量のA物質が随所lζ存在し，随時 Microsome
発生の原基となるものであると考えられる。 
(13) 紡錘糸遺残体とは細胞有糸分裂の終期比於
て紡錘糸物質が凝集し融合し新しく構造形態を発生
する事lζ依りて成立するものである。但し此時期に 
於ては著しく発現する細胞内性質は行肖失グの性質
である。即ち，一旦成生したる形態も急速調を以て
再び消失し去らんとする激しき性質である。時とし
て細胞内に紡錘糸遺残体の片鱗すら発見する能はぎ
る場合に遭遇するのは上記の消失性が強く働きたる
ためと解せられる。他方 Zellkoppelnなる名称の 
下に比較的長時に渉り紡錘糸遺残体を発見し得るは
全く消失性が緩如l乙起りたる結果lζ依るものなりと
解せられるのである。 
(14) 細胞有糸分裂終期比於てがJ錘糸物質を基と
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して発生する物体は如上の Zellkoppeln のみに非
ずして他の新しき細胞形質構造をも発生するもので
あり，即仏大型紡錘型の  Mitochondria又 Go・
19i装置，及び多数の空胞状体等である。是等は発
生と同時に他方上記の速かなる消失過程に曝されつ 
つあるものである。
(15) 上記A物質は OsIζ親和性を示す物質であ 
り，即ち，無定型の LipoidR.属するものである事
は疑いない。但し Microsome物質と全く同一物質 
であるとは思われない。 A物質が糸状を成して存在
したる場合には其の内部l乙発生する Microsome頼
粒はー列，念珠状に並列しているのは当然である。
此際個々の Microsome m粒は A物質の糸により
て個々に連絡されて現はれる結果を来す。 
(16) 一般に細胞内に存在する膜様の形態物は A
物質より成立するものである。故l乙膜の内部には多
数の Microsome頼粒が含有されているのが膜と
名づけられるものの基本的形態である。 
(17) 例えば Mitochondriaなるものは其の周 
囲に限界膜を繰らせる嚢状形態物であるが，その限
界膜は A物質及び多数の Microsome頼粒より成
立する。
(18) Mitochondria 内部には所謂  Cristae 
Mi tochondrialesの存在を認める。乙のものも多
数の Microsome頼粒と A物質より成立している。 
Cristaeは胎生発生初期の Mitochondriaのものに
ありては発達が微弱であり， Microsome頼粒もあ
まり発現していないが，老成細胞に於ては Cristae
の数は多数となり，又太くなりその内部氏は大型の 
Microsomeが発見される。 
(19) Mitochondriaの退化現象は Cristaeよ
り始まるものの如くである。即ち，其 Microsome
頼粒は最初肥厚し，互いに融合し塊状体と化するに
至り，遂には融解液化するに至り Mitochondria
の内容物， Matrixも漸次液化するものの如く，次 
いで限界膜は破れて Mitochondria の内容物は外
部に流出する。即ち，斯かる Mitochondriaはそ
の生命及び形態を亡失するに至るものである。
(20) 上記の如く Mitochondriaが亡失消散す7
るとしても，乙乙に留意を要するは其の限界膜の運
命であって， Mi tochondria 消失後其の限界膜の
みは永く細胞形質内氏存在し消亡する事はない。即
ち， A物質と Microsome頼粒とは一団となりて
新個体となり，新しき生存を営むべく能力を獲得し
得たるものなりと解釈する事を得るのである。加
え， かかる残存限界膜は更に Microsome頼粒の
肥大を来せば，所謂 EndoplasmicReticulumの
形態を取り新しき生命機序の発現にも参与する事を 
得るものなる事を私は確信するものである。
(21) Mitochondriaの大きさは非常に差異が認
められるが，大なる Mitochondriaは小なる Mi-
tochondria の成長Kよりて大型と化したるもので
はないと思う。細胞有糸分裂直後の発生し来る Mi-
tochondria ILは殊に形状の大小が存し著しく大型
のちのが屡々発見される。かかる発生初期の Mit-
ochondriaは総て紡錘形を呈し其の体の両端が尖
っているのが普通であるが，時間の経過と共に其の
両尖端は崩壌消失するに至り，形態は楕円形K近づ
くものである。市も此場合にも Mitochondriaは
完全消失するものが多く，昔時の学者Kよりて信ぜ
られた様な Mitochondriaの世代不変性 (Gener-
ationsbestandig)であると謂う学説は全ミ信じら
れない。 
(22) 紡錘糸とは如何なるものであるかと云う
問題は極めて難解なる問題と云はなければならな
い。電顕的所見によれば ζのものは単なる糸の如き
ものではなく，多数の空胞状，紡錘形小体の縦列せ 
るものである。私見に依れば元来球型を成したる 
S-microsome が有糸分裂の開始と共に小型の紡錘
形状空胞体と化し，互いに相接触してー列に縦に並
びたるものが所謂紡錘糸の一本である。但し此紡錘
小胞体は其の両尖端lζて互いに相接触連係するもの}
ではなく，接触部は紡錘体を成せる壁側面を以て
し，互いに屋瓦状に重なり合っているのが発見され
る。変型せる S-Microsome のかかる縦列糸状体
の外側部には当然A物質が C-microsome頼粒を
伴って纏絡しているのが認められる。此場合の C-
microsome は球形であって何等変型は認められな
い。
(23) 何故K円形の S-Microsomeが紡錘状形
態を取るに至るかに就ては不明であるが，何等か紡
錘極より S-Microsome を変形せしむる如き力が
発射され働くかの如き観を想像せしむるものがあ  
る。されど C-Microsome が同時に変形せざる理
由に就ては知るに由もない。 C-microsomeの硬さ
が強し等と想像するのは非である。 C-microsome
は軟かき実質を有し容易促変形し得るものなる事が
他の場合にありて実証される。 
(24) かかる変形したる紡錘小胞体は細胞分裂終
了後原形に復し球形となるものであるかと云うに然
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らず，一度変形したるものは永く小紡錘形体として 
残留するものである。 ζれ即ち，紡錘糸遺残体の一
種である。但し時としては分裂経過後に紡錘小胞体
糸は全く消失し去りて，その壁K在りたる C-mic-
rosome列のみが残留消失に至らざる如き場合を発
見する乙ともある。
(25) 斯かる紡錘糸遺残体は細胞形質内は勿論時 
として細胞核内に迄追及し発見し得る事あるは注意
すべき事であると思われる。即ち，換言するなれば
細胞形質内の C-microsome Iとより形成されたる念
珠状糸状体は屡々核膜を貫きて核内iζ存する Mic-
rosome列と連係せるを発見するものであるが， も
しかかる像を発見したる際， C-Microsomeを・所謂 
Chromidia と誤認し， Chromidia が核膜を通し
て核外K出づる像なり等となせば，これ明かなる誤
謬l乙属するものなりと考えられる。
(26) Plasma membrane，限界膜とは細胞質が
恐らく異種の外囲物質に触れたる時K発現する 08 
好染性の膜状構造物を指して謂うものである。私見 
に依ると上記の如くこれは所謂A物質であり，内部
には当然、 Microsomeが内蔵される結果を来して
いると考えられる。即ち， A物質は随時化生する性
質を有する物質である。
(27) 細胞核膜， Mitochondria外囲膜，細胞周 
辺膜は限界膜に属するものであるが，其の他にも
Microsome頼粒の表面にも膜あり，紡錘小胞にも
aneより成ると学者によりて報ぜられたる所見比一
致するものなりと思惟せられる。即ち，二重膜構造
の発現には発生後長時間経過したる限界膜である事
を必要とし早急に発現せる若き膜には斯かる構造を 
生ずるものとは全く考えられないのであって，若き
膜は常に単純性膜lζ止っているものと解される。 
(29) 乙れを要するに細胞内形態の表面には，必
ず早晩A物質の蓄積発現を見るに至るものと考えら
れる。例えば紡錘小胞は初めは S-Microsome頼粒
より発達せる形象であるが時間と共にその外壁を包
みてA物質が被膜状lと蓄積するに至り，その被膜の 
内部lζは更に小なる Microsome頼粒の新生を見る
に至り，紡錘小胞体の表面には更に Microsome頼
粒の羅列せるを目撃するに至るものである。 
(30) Endoplasmic Reticulumの発生も如上の
機序比類して行はるるものであって，胞状体の外壁 
に著しく肥厚せる Microsome頼粒が羅列する事
Kよりて成立するものである。斯かる肥厚せる Mi-
crosome頼頼は活発なる活動力を有するものであ
って外部より一定の物質を吸着する能力を有し，更
にそれを変じて他種物質を合成し，又ζれを液体化
し，分泌物と化して細胞内間隙，更K淋巴間隙lζ排
出するに至るものと信ぜられる。 
(31) 即ち，斯かる E.R.が所謂腺細胞K於て
著明宇る発達を示すは人の知る所であるけれども， 
本例の如き造精細胞形質内に於ても同様構造を小数
膜あり Golgi装置にも膜を存する等枚挙Ki皐あら' 乍ら発見する K難からざるものである。
ざる事が認められるが，是等限界膜なるものには根 
本的構造の差異は認め難いと私は考うるものであつ
て，学者の分ちたる成謂 α，s，r，Cytomembrane 
の名称には根本的差異は認め難く，斯かる分類を必
要とするものなりやをも疑うものである。
(28) 限界膜を造るA物質内l乙包蔵される Mic-c
rosome頼粒にはC及びSの二種類ある事は当然で 
ある，而して換言するなれば Microsome頼粒及
びその頼粒聞はA物質によりて充填せられたる状態
に在るものなるか，今中央帯に Microsome頼粒
層ありその両側l乙薄く A物質層ありと解するなれ
ば，次ぎにもし中央帯の S-Microsome頼粒が成
長肥大し，同時に隣在するものがその隔壁を失うに
至れば， ζζ に限界膜の中央帯には拡き空隙を生ず
るに至るものであって，即ち，其の時限界膜は中央
部空隙を隔てて両側部のA物質に依りて恰かも，二
枚の膜Ir73Uたれたる如き観を呈するに至るものな
り。これ即ち，所謂限界膜が屡々 doublemembr-
(32) 微細なる Microsome頼粒に外囲膜あり
や否やを認知する由はない。されど時間の経過と共
K肥大せる Microsome頼粒にありては， 外囲膜
の発現を認めそれに加えて更にA物質の附着するあ
れば， 次まに新しき小なる Microsomeが多数表 
面l乙発現し来るものであって，母体となりたる大型 
Microsomeの周囲に小型 Microsome多数の発現
を発見する事稀れたではなく，乙れが E.R.発現
のー形式を為すものであると考えられる。
総 括 
1) 細胞内全汎到る所lζMicrosome と名づく
る微細頼粒が存在する。即ち，細胞形質内，細胞核
内は勿論あらゆる細胞内構成要素はこの形態的基礎
である微細頼粒によりて形成されていると称しても
過言ではないと考える。但しコロイド物質の如き非
頼粒がMicrosome '0l生命的要素内には存在しな
細胞の生活現象の基本原基をなすものである事は疑
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いなき所であると考える。 10)細胞内にはその内蔵する形態を或いは部分的 
2) 但し常に必ず Microsome頼粒に伴いて に消失せしめんとする力が常に存するものなる事が 
USIIl染性即ち， リポイド性の不定型物質が存在す 観察される。もしこの力が或形態に働けば，そのも
るのを見逃がす事は出来な~"\。この物質を A物質と のは全く消失して影を止めざるに至る結果を来す。
名づける。 但しこの力の働きは細胞の種類性質等に依りて著し 
3) A物質は Microsome頼粒の原基とも考え く差異を生じ不整となる。細胞有糸分裂の終期に於
られるものであって，此物質内R. Microsome頼 て最も旺盛lζ斯かる状態が発現するのが観察され
粒が自然的に (denovo)発生するものと考えられ る。紡錘糸遺残体は斯くして発現するものである。
る。 A物質の量は多少の差はあるけれども，細胞構
成要素の至る所K附随しているのが発見される。 摺筆l乙臨み森田教授に衷心より感謝の意を表 
4) Microsome頼粒に二種類のものが認識され す。
る。 ζれを C-Microsomeと S-Microsomeと名 (本論文は昭和 34年 3月脱稿。)
づける。 C-頼粒は実質的であり RNAを有すると
忠、はれるが S-頼粒は胞状で、あり形態が柏、々大型で 参者支献
ある。此両者は夫々非常に密接近似せる性質を有す 1) 荒井元吉: 千葉医会誌， 34，1959. 
るものであり，一括して Microsome と名付けら 2) Burgos，M. H.，Fawcett，D. W.: J. Biop-
るべきものであると考えられる。電顕的に初めて両 hy. Biochem. Cytol.， H，1957. 
頼粒の区別が認められた。従来光顕的K学者K依つ 3) Claube，A.: Science，91，1940. 
て見られた Microsomeは電顕的 Microsomeの め Ferreira，D.: J. Ultrastructural Research， 
一部のものの状態であったと信ぜられる。 1，1957. 
5) 但し化学的解釈に依る所謂 Microsomeは 5) Hegeboom，G. H.，KutI， E.L.，Schneider， 
著しく観念的であるので形態学的の充分なる証拠の W. C.: Internat.Rev. Cytol.， VI，1957. 
下に理解する事は困難である。 6) Heiden hain，M.: Plasma & Zelle，G. 
6) Endoplasmic Reticulum は Microsome Fischer，1911. 
頼粒の活動期の著しき形態を示せるものである。 7) 桑原憲和: 千葉医会誌， 35，1959. 
Microsome頼粒が外部より他物質を吸着せしめ， 8) 黒住一国: 解剖誌， 32，1957. 
これを改造して新規物質として分泌する機能を如実 9) Lindberg，0.，Ernster，L.: Handbuch d. 
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7) A物質内K多数の Microsome頼粒が内蔵 1954. 
されたる状態の下に所謂限界膜が形成される。原形 10)三原E章: 千葉医会誌， 35，1959， 
質が異種の物質に境する場合に ζの膜は発生するも 11)森田秀一: 千葉医会誌， 9，1931. 
のと解される。斯かる形態は時としては細胞内K独 12)森田秀一: 解剖誌， 33，1958. 
立して永く生存し得る能力を示すものである。限界 13)中西 酸:千葉医会誌， 35，1959. 
膜は内部の S-Microsome の増加する事により二 14)末野俊雄: 日本組織学記録， 16，1959. 
重膜の形態を取る事がある。 15)Oberling，Ch.: Internat，Rev. Cytol. 
8) Mitochondriaは細胞形質内に存する形態で VIII，1959. 
ある。その真の存在意義に就ては不明である。核内 16) Palade，G.E.: J. Biophy，Biochem，Cy-
には存在しない。 Mitochondrialζ は Microsome tol.， 1，1955. 
頼粒が多数内蔵されている。 Cristaemitochondr- 17) Palade，G.E.: Anat. Rec.，114，1952. 
ialesは Microsomeの集合体である。 18)Sjostrand，F.S.: Internat. Rev. Cytol.， V， 
9) Mitochondriaは古人の考えた様に永久不変 ・1956.
性の世代的移行力を有するものではな ~"\o 屡々破壊 19) Sjostrand，F.S.: Nature，171，1953. 
消滅する像を認め細胞有糸分裂に際し，或いは消滅 20)佐口 栄: Cytol.& Neurol，Studies，10， 
し又新生する。但し Microsomeは世代を通して 金沢大， 1952. 
娘細胞に移行し得る性質を示すものであると考えら 21)田代 裕，小倉光夫: 細胞化学シンポジゥム，
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附図工 -VI解説
工図: X 15000 
N..…・核 Ms.・・・・・細胞核内に在る Microsome 
Vc..…・空胞 Cms・・・ C-Microsome 
Sms......S-Microsome 
E図: X 15000 
Cms，Sms・・・C及び S-Microsome 
Vc......空胞 CKp......紡錘遣残体即ち， 
A物質塊 N......核 NM.....・核膜 
CM......細胞限界膜 
CM..…・細胞限界膜 SPR.・…・紡錘小胞

残体 Cms.…..C-Microsome 

Chr......Chromatoider Nebenkるrper
 
CrM......Cristae mitochondriales 

Vc......空胞 M t..;.Mitochondria 

V図: X 20000 
N…・・・核 NM..…・核膜 CrM......Cristae 
mitochondriales MtM....Mitochondria限
界膜 CM.…・・細胞限界膜 Vc.....・空胞 
E図: X 10000 ER.. Ergastoplasm.   
CKP......紡錘遺残体 Sms......S-microsome VI図: X 15400 
CM......細胞限界膜 SPR..…・紡錘小胞残体 Mt......Mitochondria GA......Golgi 
Chr.・・・Chromatoider Nebenkりrper 装置 N....一核 SPR.・ー ・・紡錘小胞
vc......Vacuole 残体
IV図: X 10000 
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